
 

長野県中期総合計画（仮称）の構成イメージ  （『論点整理』 時点） 

※網掛けは、「論点整理」の主な審議対象となる部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《計画策定の趣旨》 

 少子高齢化、人口減少をはじめとする社会経済情

勢の変化の中で、本県が直面している諸課題に的確

に対応し、新たな時代にふさわしい長野県づくりを

計画的、総合的に推進するため、今後の県づくりの

方向を明らかにし、取り組んでいく方策を示す。 

《計画の性格》 

○県政運営の基本となる総合

計画 

○県政に対する県民、市町村

等の理解と協力、参加を得

ようとするもの 

《計画期間》 

 

平成 20～24 年度

（５か年間） 

《時代の潮流》 

①少子高齢化・人口減少 

②グローバル化 

③情報通信技術の発達 

④安全・安心や環境に対する意識の高まり 

⑤価値観・ライフスタイルの多様化 

⑥公共の担い手の多様化と役割の増大 

⑦地方分権の進展 

⑧国・地方を通じた厳しい財政状況 

《計画推進の基本姿勢》 

○政策評価 ○県民参加と情報公開 ○県民・市町村が主役の長野県づくり ○国との連携 ○行財政改革プランの推進 等

《人口、経済 

の見通し》 

 

○人口 

○県内総生産

○１人当たり

県民所得 

等

（計画の施策体系） 

《施策体系》（施策の柱と主要施策） 

①健康で長生きできる安全・安心な社会づくり 

②地域を支える力強い産業づくり 

③世界・未来へ向けて活躍できる人づくり 

④交流が広がり活力あふれる地域づくり 

⑤豊かな自然環境の保全と美しいふるさとづくり

《施策の基本方向》 

・・・ 

《「テーマ」を設定して 

取り組む施策》 

 

○横断的な取組 

○特色ある県づくり 

○喫緊の課題への対応 

《長野県の現状と課題》 

全国を上回る水準で進む高齢化／１人

当たり老人医療費が全国最低／全国平

均を下回る１人当たり県民所得／激し

い国際競争下にある製造業／減少傾向

にある観光客／農業の担い手の高齢化

／急峻な地形や脆弱な地質が広く分布 

等 

（これからの県づくりの基本的視点と計画の基本目標） 

《基本的視点》 

①多様性の時代の心の豊かさを実感できる環境づくり 

②確固たる産業の確立と地域間競争への対応 

③世界的な視野に立った県づくり 

④長野県らしさの最大限の発揮 

⑤バランスのとれた県づくり 

⑥横断的な視点に立った特色ある県づくり 

⑦長期的な視野に立った持続可能な県づくり 

 

《基本目標》 

時代の潮流を見つめ、これからの県づくりの基本的視点に立ちながら、めざす長野県の

将来像を基本目標として設定 

《各地域別の特性

と発展方向》 

第３回審議会
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